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要 勿来

1．試験の表題 2一アミノアントラキノン（被験物質番号　K－893）の微生物

による分解度試験

2．分解度試験

2，1試験条件

　　（1）被験物質濃度

　　（2）活性汚泥濃度

　　（3）試験液量
　　（4）試験液培養温度

　　（5）試験液培養期間

100　㎎／2

　30　㎎／2（懸濁物質濃度として）

300　雇
25±1　℃
へ・28　日間

2．2測定及び分析

　　（1）閉鎖系酸素消費量測定装置による生物化学的酸素要求量（BOD）の測定

　　（2）高速液体クロマトグラフィー（HPLC）による被験物質の分析

3．試験結果

（1）BODによる分解度
（2）HPLCによる分解度

2％，

2％，
％
％1
4

％
％0
4

4、被験物質の安定性

被験物質は保管条件下で安定であることを確認した。

　　　　　　　　　　　　　　　　’
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最終幸侵告書

試験番号　20893

1．表　　題 2一アミノアントラキノン（被験物質番号　K一一893）の微生物

による分解度試験

2．試験委託者　名　称通商産業省

住一所（〒100）東京都千代田区霞が関一丁目3番1号

3．試験施設
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4．試験目的 被験物質K－893の微生物による分解牲の程度について知見を得
る。

5．試験方法 「新規化学物質に係る試験の方法について」（環保業第5号、薬発

第615号、49基局第392号昭和49年7月13日）に規定
する〈微生物等による化学物質の分解度試験〉による。
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6．試験期間

　　　（1）試験開始日　　　昭和63年　8月　3日

　　（2）試験実施期間

　　　　活性汚泥使用開始日　　昭和63年　5月18日

　　　　試験液培養開始日　　昭和63年　8月　5日

　　　　試験液培養終了日　　昭和63年　9月　2日

　　（3）試験終了日　　　昭和63年　9月12日

7，試験関係者

　　試験責任者

　　試験担当者

　　活性汚泥管理責任者

　　試資料管理責任者

8．最終報告書作成日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年9月12日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者

9．最終報告書の承認

　　試験責任者 　　　氏名
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10．被験物質

　　本報告書において被駿物質K－893は、次の名称汲び構造式等を有するものとす

　る．

　10，1名称　2一アミノアントラキノン

10．2構造式等

　　　　膨
　　　　　　　　　　　　　　O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NH2

一’

0

　　　分子式　　C　H　NO
　　　　　　　　14　9　　2

　　　分子量　　223．23

　　　　　　串1

沿3純度85．2％
　　　不純物　　1一アミノアントラキノン

　　　呵　添f寸資料による．

10．4入手先及びロット番号

　　（1）入手先
　　（2）ロット番号　　FFQO1

0．5％
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10．5同　　定

　　　堀口博著赤外吸光図説総覧（三共出版株式会社）に記載の赤外吸収スペクト

　　ルと当試験所の当該測定スペクトルとが・」致することを確認した。

O．15㎎∠2

0，31㎎／2

50C㎎／2

790㎎／2

270㎎／2

10．6物理化学的性状

　　外　観　　赤茶色粉末
　　　　＊1　　融点　299．O℃
　　溶解性　水
　　　　　ヘキサン
　　　　　クロロホルム
　　　　　酢酸エチル
　　　　　メタノール

赤外吸収スペクトル．（図一5参照）

質量スペクトル　　“　（図一6参照）

核磁気共鳴スペクドル　（図一7参照）

紫外吸収スペクトル　　（図一8参照）

添付資料による．綱

1α7保管条件及び保管条件下での安定性

　　（1）保管条件　冷暗所
　　（2）安定性確認　　試験液i培養開始前及び培養終了後に被験物質の赤外吸収スペ

　　　　　　　　　　クトルを測定した結果（図一5参照）、両スペクトルは一致

　　　　　　　　　　し、保管条件下て安定であることを確認した。
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11．活性汚泥の調製

11．1汚泥の採集場所及び時期

（1）場所

（2）時期

下記の全国10ヵ所から採集した。

伏古川処理場（北海道札幌市）

　中浜処理場（大阪府大阪市）

北上川（宮城県石巻市）

吉野川（徳島県徳島市）

広島湾（広島県広島市）

昭和63年3月

深芝処理場（茨城県．鹿島郡）

落合処理．場（東京都新宿区）

信渕ll（新潟県西蒲原郡）

琵琶湖（滋賀県大津市）

洞海湾（福岡県北九州市〉
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下永処理場の返送汚泥

表層水及び大気と接触している波打際の表土

11，3新旧汚泥の混合

　　　上記で採集してきた各地の汚泥のろ液をそれぞれ500認と、それまで試験に供

　　していた旧活性汚泥のろ液5迎とを混合して102とし、pHを7．O±1．0に調整
　　　　　　　　＊2　　して培養槽でばっ気　した。

＊2ばっ気

　　　屋外空気をプレフィルターに通し、ばっ気に用いた．

竹．4培　養

灘期織雫難症難瀧禦13誓纏藷翻
　　返し、培養して活性汚泥とした．培養温度は25±2℃とした。

＊3　0，1％合成下水

　　　グルコース、ペプトン、りん酸一カリウムをそれぞれO．1（UIV）％に

　　なるように脱塩素水に溶解し、水酸化ナトリウムでpHを7，0±1，0に

　　調整したものを用いた。

一
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11，5管理及び使用

　　　培養中、上澄液の外観及び活性汚泥の生成状態を観察するとともに、活性汚泥

　　の沈でん性、pH、温度及び溶存酸素濃度を測定し記録した．活性汚泥の生物相

　　は適宜光学顕微鏡を用いて観察し、異常のないことを確認した上で試験に供した。

11．6活性汚泥の活性度グ）、点検

　　　標準物質を用いて活性汚泥使用開始時に活性度を点検した、また、旧活性汚泥

　　との関連性に留意した。

12．分解度試験の実施

12，1試験の準備

　　（1）活性汚泥の懸濁物質濃度の測定

　　　　　測定方法　JISKOIO2－1986の14，1に準じて行った．

　　　　　測定実施日　昭和63年8月　3日
　　　　　測定結果　活性汚泥の懸濁物質濃度は6300㎎／2であった．

（2）基礎培養基の調製

　　JIS　K　O102－1986の21．で定められたA液、B液、C液及びD液それぞれ

　3曜に精製水（高杉製薬製　日本薬局方）を加えて11とする割合て視合し、

　pHを7，0に誘庭整した。

（3）基準物質

　　アニリン（昭和1ヒ学製試薬特級　ロット番号298324〉を用いた。
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12．2試験液の調製

　　試験容器を6個用意し、試験1を下記の方法で調製した。

　　　これらの試験液について、12，3の条件で培養を行った．

（1）被験物質及びアニリンの添加

（a）（水＋被験物質）系（1個）

　　試験容器に精製水300彪を入れ、被験物質を100㎎／2になるように添加

　　した．

（b）（汚泥＋被験物質）系（3個）

　　試験容器に基礎培養基300彪を入れ．、被験物質を100㎎／2になるように

　　添加した。

（c）（汚泥＋アニリン）系（1個）

　　試験容器に基礎培養基300慮を入れ、アニリンを100㎎厘になるように

　　添加した．

（d）汚泥ブランク系（1個）　　　　．、　　　　　　　　』

　　試験容器に灘培養基300雇を入れた。

（2）活性汚泥の接種

　　（b），（c）及び（d）の試験容器に11．の条件で調製した活性汚泥を懸濁物質

　濃度として30㎎／2になるように接種した。
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（2）環境条件

　　試験液培養温度

　　試験液培養期間

　　実施場所

25±1℃
28日間
第！1機器室
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12，4試験液の分析

　　　培養期間終了後、試験液1中に残留している被験物質を分析した。

12．4，1 試験液の前処理

　試験液培養期間終了後、（水＋被験物質）系、（汚泥＋被験物質）系及び

汚泥ブランク系の試験液について下記のフロースキームに従って前処理操作を

行い、被験物質を分析するための高速液体クロマトグラフィー（HPLC〉試

料とした。

フロースキーム

試験液300祀1
←塩化ナトリ

E←テトラヒド

E振とう（1（

水層　　テトラヒドロフラン層

・脱水ろ過（

E定容　10〔

　　　　　　　　909（上皿天秤で秤量）
」一eトラヒドロフラン　80磁（メスシリンダー）

　　　　100漉（テトラヒドロフラン，メスフラスコ）

・分取　1超（ホールピペット）

・定容10就（テトラヒドロフラン，メスフラスコ）

H　P　L　C試料
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12，4，2定量分析

（1）高速液体クロマトグラフィーによる被駿物質の分析

　　前処理を行って得られたHPLC試料について下記定量条件に基づき被験

　物質を分析した。HPLC試料中の被駿物質の濃度はクロマトグラム上で得

　られた標準溶液40．2㎎／2のピーク高さとHPLC試料のピーク高さとを比較

　し、比例計算して求めた（表一2、図一2参照）。

　　ピーク高さの測定限界はノイズレベルを考慮して2㎜（被験物質濃度

　0．48㎎／2）とした、

弾器

｡
ム

朧
機
ポ
検
”

の（

液
量
長
量

　
波
離
　
入

流
定

溶
測
注

高速液体クロマトグラフ

ミツミ科学産業製　　ミノレトンロイオぐンプ

日本分光工業製　　UVI　DEC－100一∬

Shodex　GPC　KF－801
30α羽×8㎜φ　ステンレス製

テトラヒドロフラン

1．0畝／分・

296η伍（図一8参照．）

　10μ2

（b）検量線の作成

　　入手試薬118㎎（披験物質100、5㎎）をテトラヒドロフランに溶解レ、

　　100麗に定容して1005胡8／2の標準原液を調製した。これをテトラヒドロフ

　ランで希釈して10・0、20．1及び40．2㎎／2の標準溶液とした．この標準溶液

　を前記の定量条件に従ってHPLCにより分析を行い、それぞれのピーク

　高さと濃度とに基づき検量線を作成した（図一4参照）。

12．4，3 回収試験

　回収試験は12。2に準じて被験物質を添加した（水＋被験物質〉系及び（汚泥

＋被験物質）系の試験1を12．4，可に従って前処理操作し、前記の定量条件に従

ってHPLCにより分析を行った．分析操作における各2点の回収率及び平均

回収瑠ま下記のとおりであり、平均回収率を試験液中の被験物質濃度を求める

場合の補正値とした（表一3、図一3参照）。

　（水＋被験物質）系回収率　　98．3％，　96，4％　平均　97．4％

　（汚泥＋被験物質）系回収率　　98．3％，　99，8％　平均　99．0％
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　12，5分解度の算出

　　　　被験物質の分解度は下記の式に基づき算出し、小数点以下1ケタ目を丸めて

　　　整数位で表示した。

　　　（1）BODによる分解度

　　　　　　分解度（％）　＝　　BOD　－　B　　×　100

　　　　　　　　　　　　　　　　TOD
　　　　　　　BOD　：　（汚泥＋被験物質）系の生物化学的酸素要求量

　　　　　　　　　　　　（測定値）（囎）

　　　　　　　B　　　：汚泥ブランク系の生物化学的酸素要求量

　　　　　　　　　　　　（測定値）（㎎）
　　　　　　　　　＊4
　　　　　　　TOD　：被験物質が完全に酸化された場合右こ必要とされる理論的

　　　　　　　　　　　　酸素要求量（計算値）（㎎）

　　　　＊4TODの算出に際しては不純物の寄与を考慮していない．

　　　（2）HPLCによる分解度
　　　　　　　　　　　　　　　S　－　S
　　　　　　分解度（％）　＝　　　B　　　A　　×　100

　　　　　　　　　　　　　　　　SB
　　　　　　　SA、　：　（汚泥＋被験物質）系における被験物質の残留量

　　　　　　　　　　　　（測定値）（㎎）

　　　　　　　SB　＝（水＋纐鵜）系における棚鞭の鵬量
　　　　　　　　　　　　（測定値）（㎎）

　12，6数値の取扱い

　　　　数値を平均する場合、平均は算術平均とした。数値の丸め方はJIS　Z8401－

　　　1961に従った．

13．試験条件の確認

　　BODから求めたアニリンの7日及び14日後の分解度はそれぞれ65及び75％である

　ことから、本試験の試験条件が有効であることを確認した。
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試　験　液 状　　　　況

培養開始時…

（水＋被験物質）系

i汚泥＋被験物質）系

　被験物質は溶解していなかった。

p　　－　－　一　－弓　一　－　一　甲　一　，　｝　・　一　－　■　』　‘　A　　　　　鼻　一　－　－弓　一－　昌■　■　■　一　－　－

@被験物質は溶解していなかった．

噛培養終了時

（水＋被験物質）系

Eロ■■一－－『　－　－●●－　■一　鼻‘‘　－　■↓■●　r↓■■　鼻・　一　］　■　，

i汚泥＋被験物質）系

　被験物笑は溶解していなかった』一

R　　　　　　　－　－　▼　・　・　■　－　一　一　■　r　■　－

@　　　　　　　　甲　，　噛　十　噛　閣　－　噛　・　－　●　●　■　畠　■

@被験物質は溶解していなかった．

@汚1の増殖は見られなかった．

14，2．分解度

　　28日後の分解度は下記のとおりであった。

分　　解　　度　　（％）

囹 囚 固
付表

BODによる結果 2 1 0 表一1

HPLCによる結果 2 4 4 表一2

12一

〆



15，試資料の保管

15，1被験物質

　　　保管用被験物質約58を保管用容器に入れ密栓後、「新規化学物質に係る試験

　　及び指定化学物質に係る有離の調査の項目等を定める命令第4条に規定する試

　　験雄設に関する基準」（以下「GLP基準」という．）第32条に定める期間、

　　当試験所試料保管室に保管する．

15．2生データ、資料等甲

　　　試験により得られた分析結果、測定結果、観察結果、その他試験ノート等励終

　　報告書の作成に用いた生データ、試験計画書、調査表、資料等は最終報告書と共

　　に、「GLP基準」第32条に定める期間、当試験所資料保管室に保管する．

16．備考

16，1 試験に使用した機器及び装置

　クーロメーター　　　　：

高速液体クロマトグラフ：

　天びん　　　　　：
　p　H計　　　　　：
紫外可視分光光度計　　：

8頁参照

10頁参照

S　a　r　t　o　r　i　u　s社製　2007

東亜電波工業製HM－20E
日立製作所製　2，00－20

MP6

16，2分析に使用した試薬

　　　塩化ナトリウム

　　　テトラヒドロフラン

マナック製

関東化学製

試薬一級

HPLC用

一　13　一



、　図一■

Testsubstan緯e

ApparatUS

「an面e

ク一口メー外記録図

。。ulG皿eterぬCM－6

250㎎／2×1

CultiVatio11Condition

　ロ　に　ハしドこロロハ

　tcstsubsta㏄e　　　　⊥Ω腫
　rererencesubstance〔Aniline〕　　100㎎／2

activaしedsludge　　　　・薫
temperature　　　　　　　25±1℃

period　　8／5～　履8days）1988

Bottle　Ho．

　国

　圏

　圃

　囚

　囹

　囹

Note：本試験
　　　　　■　　，

Ol）erator

Contents

水　＋被験物質

汚泥＋アニリン

汚泥＋被験物質

汚泥＋被験物官

汚泥＋被駄物質

財団法人　化学品検査協会　化学品安全センター九州試験所

構造式

0

0

N　H2

・
　
：
？
、
ふ
【
　
、

」
　
■
　
　
　
1
　
■
　
十
　
　
■
　
一
　
　
－
　
・
　
・
　
　
　
．
　
■
　
　
辱
　
　
　
一
　
一
　
‘
喉
　
・
　
一
　
　
　
」

1
　
■
1
　
　
」
一
　
　
酢
曙
■
　
　
‘
■
　
二
　
■
　
一
　
＝
●
辱
　
　
‘
　
●

・
．
　
＝
’
；
1
　
巴

．
．
　
■
■
’
　
甲
『
　
．

・
　
；
な
＝
■
；
“
：

■
－
’
階
，
■

二
．
7
1
V
薯

、伺

F
■

■
　
■
　
　
■
　
■
　
，
輔
■
　
　
■
　
曙

■
　
　
　
甲
⊥
詣
・
・
　
　
層
1

，
‘
　
　
■
■
，
■
『

■
一
・
　
　
軋
・
；
■
‘
｝
，
甲
　
　
●
甲

：
：
イ
：
，
：
：5
学
イ
，
・
　
．

0
訓
…
蕊
讐
ひ
玖

（
・
；
　
・蘇
む

：
三
目
■
■
’
］
．
・
　
■

■
　
　
」
」
　
」
l
I
一
口
　
．
■
　
“
・
■
　
　
■
　
・
　
甲

●
甲
1
，
1
　
　
■
｝

■
　
■
　
　
　
■
　
■
　
一
　
，
　
，

・
■
う
　
　
曙
‘
よ
　
辱
甲
＝
甲
‘
　
　
曙
・

…
？
勢・
庫
、

囹
雌
一

・
　
：
」
甲
　
（
…
　
2

．
…
－
－

一
　
　
　
■
一
　
，
　
曙
■
　
，
一
－
　
　
一
■

．
　
一
　
1
　
．
　
轟
　
　
　
‘
　
曙

■

轟
　
　
　
　
　
一
　
■
　
l
　
I
　
■
　
　
　
一
　
■
　
曙

…
…
…
…
．

一
　
　
・
・
’
■
■
■
　
甲 ・

一
　
　
　
曙
一
」
■
一
一
　
　
一

■
　
　
一
⊥
～
■
・
■

■
■
｝
■

一
⊥
　
一
■
イ
■
．
　
ロ
ー
■
　
一
．

坤，

e
岐
：
一
．

し
↑
　
　
　
一
．
　
　
●
　
■
・
　
　
　
一

■
■
　
，
　
・
甲
，
　
曜
■

唱
●
■
　
　
●
●
　
ー
ト
，
　
　
■
■

一

曙
甲
，
1
　
■
　
　
■
，
，

■
　
　
　
■
■
●
●
●
　
　
　
■
■

・
，
」
・
■
，

艸
：
：

・
■
∴
＝
・
，

．
＝
“
3
（
・
■
■

一
　
　
，
一
’
　
甲
・

」
土
｝
■
『
…

3
ー
ウ
＝
　
＝

」…
F

甲

一
　
　
　
曙
」
｝
■
　
■
　
一
・
一
　
　
■
　
1
」
　
　
」
　
・
1
・
一
　
　
一
階

■
　
　
　
　
　
匹
　
，
　
1
　
一
　
■
　
　
　
一
　
曙
　
一

，
編
．
一
，
：
：

・
　
：
’
・
二
（
：
　
匹
・

甲
一
’
」
幽
一
　
■

甲
　
　
』
■
’
．
・
‘
　
■

3
｝
『
■
一
、
曙

曙
．
　
曙
一
’
　
・
・
　
■

”

・
　
　
　
●
甲
』
■
■
曹
↓
・
　
　
『
1
■

甲
■
，
．
■
　
　
甲
，

■

●
・
量
　
■
．
　
　
・
・
■

・
■
し
■
』
1
蝿
■
　
　
・
■

．
し
一
｛
，
一
悼
甲

器
　
■
・
“
■
＆
■
■
　
：

1
■
’
一
，
■
　
匹

『

一

＝
ウ
＝
3

響

■
　
■
　
一
■
’
　
■
一
　
　
■

－
…
｛
・
－
・
■

」
　
よ
　
　
　
一
　
一
　
一
　
一
　
I
　
I
　
　
　
■
　
．

■
　
　
　
・
1
断
・
　
」
　
　
1
‘

■
　
　
　
　
　
」
　
曙
　
－
　
甲
　
■
　
　
　
■
　
・
　
・

●

・
」
し
『
1
』
・
■
1
曙
・
　
　
　
一

』
　
『
牽
■
・

：
｝
・
・
（
・
・
乙
・
・
　
：

■
■
’
■
・
・
　
F

一
■
　
1
・
’
　
．
，
　
甲

… 一
韓
：
　
■
　
虹
　
　
－
銘
…

・
　
　
　
　
　
・
　
■
　
－
　
・
　
■

『
．
．
．
甲
■
＝
，
二
　
監
　
　
・

；
↓
：
マ
霊

÷
「
…

匹
－
～
．
一
　
．

，
‡
“
．

■
■
｝
：
《
3輔，
し

熟
泌
－
”
　
t

」
－
・
年
中
3
金
■
O
”

．
驚
σ

一
…
…
輩
窺
＝

・
　
　
　
■
・
，
■
・
　
，
・
■
　
　
・
甲
■

」
　
●
－
・
　
辱
　
　
■
■

，

　
一
一
．
一
：
一
一
；

岬
甲
一
■
・
　
　
　
・
，
『
’
　
　
■
墨

■
■
4
，
一

：
7
」
；

回
飼
癬
畢

」
　
＝
（
：
　
轟

：
ウ
■
■
■
曙
、
　
T
＝

，
■
・
■
』
｝
　
　
・
ポ
曙

曙
　
曙
1
■
　
⊥
　
，
1
．

■
　
」
　
・
　
　
　
一
　
甲
　
，
　
・
　
一
　
　
　
甲
　
虚

・
　
　
　
‘
　
■
一
号
■
　
　
曙
　
・
■

D
一
：
一
，
一
：

一
瓢
、

3
｝
：
’
：
⊥
・
：
：
＝
（
■
＝
　
■

．

・
∴
：
二
：
　
　
辱

●

幅

岬

…
｝
一
　
”

畠

一
．
　
一
■
’
　
幽
■

…
：
蝸
：
《
：
：

・
　
，
　
　
　
」
　
■
　
し
　
甲
　
・
　
　
　
■
　
一

●
⊥
　
　
曙
■
，
　
」
　
■

．
，
‡
蹟
…
・
轟
イ
■
　
　
■
卜
■

　
σ
”
轍
薗

↑
」
？

』
姻
回
田

σ
川
批
㎜

・
甲
，
’
：
…
：
｝
：
♂
・
・
■

．
■
　
　
．
甲
，
■
・
，
・
■
　
　
，
・
■

十
・
，
｝
・
　
置
一
　
■
　
　
一
・
■

、
…

・
■
1
‘
，
・
■
■
｝

一
　
　
　
一
　
『
＝
　
■
曙
　
　
『
．
　
‘

老
：
卿
■
…
■
…
～
：
■
・

＝
　
！
’
・
■
・
　
曙

…
：
刊
…
↑

甲
曙
　
一
■
’
・
‘
　
1

6
0
㎜

■
■
・
曙
・
『
，
曙
・
「
．
o
イ
｝
．
’
．
■
■
一

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
喀
　
　
　
　
　
●
■
■

＝
■
■
■
．
●
＝
｛
〇
一
‘
，
－
8
■
＝
■
●
●
＝
；
’
一
3

㎜
3
0
…
｛
・
3
5
｛
3
（
：
■
■
甲

．

＝
“
一
■
・
　
1
5‘
　
　
■
■
‘
●
⊥

：
・
言
・
｝
：
イ
：

…
…
㌧
…
7
払
『

o 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22

　K－895の分解度
團分解度一（BOD－B）／TOOxloo－2％

四分殿一（BOD－B｝／TOOxloo－1％
．團分解度＝〔Boo－B）／丁OOxloo－O％

　　　　Too＝302㎎x2、33己70．4㎎
　7日目のアニリンの分解度一‘BoD－B）1ToDxloo－65％

　　　　アニリンのTOO盧30，0x3．01＝90．3㎎

24　　　26　　　28

　　培養月間（日）


